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    ６財人養第３４３号 

令和６年４月２２日 

 

東京都介護支援専門員更新研修（実務未経験者）受講希望の皆様へ 

 
公益財団法人東京都福祉保健財団 

 
令和６年度第１期 東京都介護支援専門員更新研修(実務未

．
経験者)の 

受講者の募集について 

 

当財団では、令和６年度第１期東京都介護支援専門員更新研修（実務未経験者）を実施します。本研修の受

講対象となる方で、受講を希望される方は、下記手続きによりお申し込みください。 

なお、介護支援専門員として勤務する予定がない方は、更新のための研修を受講しなかった場合、介護支援

専門員証（以下、「専門員証」といいます。）は失効となりますが、失効後、再研修を修了することで、新たに

専門員証の交付を受けることができます。 

 
記 

 
１ 実施する研修及びカリキュラム 

  東京都介護支援専門員更新研修（実務未経験者） （カリキュラム内容は５頁を参照） 
 
２ 受講対象者 

  別紙「更新研修（実務未経験者）のお申込フローチャート」でご確認ください。 
  
基準日（令和６年４月１日）現在、①から③全てに該当する方 

① 東京都に介護支援専門員の登録をしている方 

② 現在の専門員証の有効期間内に、介護支援専門員としての実務経験がない方 

③ 現在の専門員証の有効期限が、令和７年３月３１日以前の方 

（「介護支援専門員及び主任介護支援専門員資格の特例措置対象者の拡充及び期間の延長について（通

知）」（令和 3年 1月 26日付 2福保高介第 1672号。以下、「特例措置」といいます。）対象者の方は、

本来の有効期間満了日の翌日から３年間は資格を喪失しない取扱いとなっておりますので、令和４年

３月３１日以前の方となります。） 

 

 

 

 

 

 

３ 研修実施方法 
（１）研修コースについて 

   以下いずれかの研修コースにて受講いただきます。 

種別 講義部分 演習（グループワーク）部分 

オンライン研修コース ケアマネ研修管理システム

で動画視聴 

（オンデマンド動画配信） 

Zoomで受講 

（※ スマートフォン、タブレット

端末では画面共有ができないため 

受講できません） 

集合研修コース 会場で受講 

① オンライン研修コースは、Zoomを使用します。パソコンや通信ネットワーク等の受講環境をご準

備ください。詳細は「オンライン研修コースについて」（７頁）をご確認ください。 

② 集合研修コースは、感染症等（新型コロナウイルス感染症、インフルエンザなど）に罹患し、治

癒していない場合は、受講をご遠慮いただきます。また、会場内の換気を行うとともに受講中は

マスク着用や手洗い、手指のアルコール消毒にご協力をお願いいたします。 

【ご注意】 

・受講最終日までに有効期限が切れる方は、再研修をご受講ください。 

・また、書類審査の結果、対象研修が再研修となる方は、「再研修」のお申込と読み替えて審査

を行います。 
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（２）講義動画の視聴 
オンライン研修コース及び集合研修コースともに、オンデマンド形式で講義動画を視聴する科目があ

ります。動画の視聴には大量の通信が発生するため、スマートフォンまたはタブレットを使用すると、携

帯電話会社のデータ容量制限に達する場合があります。また、容量制限を超えて使用した場合、高額の通
信費用が発生することがありますので、Wi-Fi環境など、容量制限が発生しない環境での受講を推奨しま
す。 

（３）提出物 
指定の期日までに課題をご提出いただきます。（課題が未記入や未提出の場合は、研修は未履修扱いにな

ります。）  

※提出物等研修受講にかかる詳細は、受講決定通知とあわせてご案内いたします。 
 

４ 受講料及びテキスト送付 
（１）受講料  

２８，５００円 

受講料は、消費税法及び消費税法施行令の規定に基づき、非課税です。 

受講決定通知に同封する払込用紙で、払込期日までにお支払いください。 

※払込期日は書類到着から 1週間程度と短くなっておりますので、ご注意ください。 

（２）テキストの送付 

受講料の払込確認後、研修テキスト等をご自宅に宅配便で送付します。 
 
５ 受講申込の手順 

インターネット申込で受付を行います。以下の専用サイトから申し込んでください。また、申し込み後の
内容変更は承れません。受講コース等をよくお確かめのうえ、申し込んでください。 

 

 

 
 

 
 

 
 

   

６ 受講者の決定及びの審査結果通知 

（１）受講者の決定方法 

募集定員を超えて受講申込があったときは、直近の申込状況を鑑み、以下の優先順位のとおり、受講決

定いたします。 

なお、特例措置対象者の方は、本来の有効期間満了日の翌日から３年間は資格を喪失しない取扱いとし

て考慮いたします。 

優先順位 
有効期間満了日 

（特例措置対象者の有効期間満了日） 
備考 

１ 

令和 6年 7月 21日 
(令和 3年 7月 21日)から 
令和 6年 12月 31日 
(令和 3年 12月 31日)まで 

令和 6年 7月 20日以前の方は、受講中に有効期限
が切れるため、再研修にお申込みください。 

２ 

令和 7年 1月 1日 
(令和 4年 1月 1日)から 
令和 7年 3月 31日 
(令和 4年 3月 31日)まで 

第１優先で募集枠が埋まってしまった場合は、不
決定となります。 

 
令和 7年 4月 1日 
(令和 4年 4月 1日)以降 

お申込みいただいても不決定になる可能性が高い
ため、恐れ入りますが、次期以降にお申込みくだ
さい。 

 

  

 
 
 

【受付期間】 

令和６年４月２４日（水曜日）１０時００分から５月１日（水曜日）２３時５９分まで 

  

・期間内に本申込を完了してください。期間外の受付はできません。 

・締切間際のお問い合わせには対応できない場合がありますので、余裕を持った 

お手続きをお願いいたします。 

【専用サイト】東京都福祉保健財団トップページ＞介護支援専門員のご案内 

       ＞研修＞更新研修（実務未経験者）54時間 

 

【ご注意】 

希望のコースが定員に達した場合は、順次第２希望・第３希望のコースに割り振りいたします。 

第１希望のコースで決定しない場合もありますので、日程をご確認のうえお申し込みください。 

QR コード 
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（２）審査結果通知 

申込者全員に令和６年５月１５日（水曜日）頃、ご登録のメールアドレスへ受講決定・不決定の審査結

果を通知いたします。 

また、受講決定者の方は、ご登録の住所宛に受講決定通知を郵送いたします。 

到着予定日：令和６年６月３日（月曜日） 

※受講決定通知書が令和６年６月６日（木曜日）になっても届かない場合は、下記問い合わせ先までご連

絡ください。 

 

７ 新型コロナウイルス感染症に係る特例措置対象者の受講について 

特例措置対象者の方（専門員証に記載された有効期間満了日が令和２年２月２５日から令和５年３月３

１日の方）で、専門員証の交付日から基準日現在まで介護支援専門員としての実務経験がない方は、①本

研修（更新研修（実務未経験者））または②再研修を選択して申し込むことができます。 

なお、各研修を受講し、専門員証の交付申請手続きをした場合の例は以下のとおりです。 

※再研修は、申込サイトが異なりますので、ご注意ください。 

 

 例：専門員証に記載の有効期間満了日が、令和３年８月３１日（特例対象）の場合 

 

 

                

 

  令和３年８月３１日 

              交付申請手続き 

                ②東京都介護支援専門員再研修を受講し、専門員証の交付を受けた場合 

                 【研修修了後、交付申請手続きの完了から５年間有効】 

研修種別 証の交付申請種別 新たに交付される証の有効期間 

① 更新研修(実務未経験者) 更新交付 現在の証に記載の有効期間満了日から５年間 

② 再研修 新規交付 研修修了後、交付申請手続きの完了から５年間 

 

８ 個人情報の取扱い 

受講申込書に記載された個人情報については、適正に管理を行い東京都介護支援専門員研修の受講要件審

査・実施及び名簿登録・修了証明書発行業務以外の目的に利用することはありません。 

なお、受講履歴等について、名簿登録のために東京都に、また次回研修申込時の受講要件審査のために、

東京都から他の東京都指定研修実施機関に提供を行います。 

 

９ 受講地の変更 

本研修は、原則として、東京都に介護支援専門員の登録がある方のみ受講できます。 

ただし、他道府県で登録されている方については、都内事業所等で勤務している、都内在住である等要件

を満たせば、受講地変更の手続を行うことで、本研修を受講することができます。 

受講地変更を希望される方は、事前に以下の問合せ先へ電話連絡し、受講地変更が認められるかご相談く

ださい。受講地変更は東京都と道府県間で手続を行うため時間を要します。希望される方はお早めにご連絡

をお願いいたします。 

【受講地変更の問合せ先】 

東京都福祉局 高齢者施策推進部 介護保険課 ケアマネジメント支援担当 

電話：０３－５３２０－４２７９ 

①東京都介護支援専門員更新研修(実務未経験者)を受講し更新した場合 

【当初の満了日（令和３年８月３１日）から５年間有効】 
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10 東京都介護支援専門員法定研修受講料補助について 

本研修は、令和６年度から東京都が実施する研修受講料補助金の対象となります。補助金の対象経費は、 

研修受講料のうち、受講者の勤務先等が負担した経費となり、補助金の申請者及び交付先は事業所等とな

ります。詳細については、下記ホームページで御確認ください。 

【東京都ホームページ 介護支援専門員法定研修受講料補助事業】 

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/kourei/hoken/kaigo_lib/care/kensyuuzyukouryouhozyo.html 

 

11 その他 

介護支援専門員としての登録事項（氏名・住所）に変更がある場合、別途手続きが必要です。この手続

きを行わないと更新申請の書類等が届かなくなりますので、必ず手続きを行ってください。東京都登録の

方は、以下のホームページから手続方法をご確認いただけます。 

 

【公益財団法人東京都福祉保健財団ホームページ】 

トップページ ＞ 介護支援専門員のご案内 ＞  登録関連 

※他道府県の登録者は、登録する道府県のホームページ等を確認してください。 

 

（問合せ先）                                      

公益財団法人東京都福祉保健財団 人材養成部 介護人材養成室 ケアマネ研修担当 

電話番号  ０３－３３４４－８５１２ 

Ｕ Ｒ Ｌ  https://www.keamane.tokyo.jp/  

 

◆問い合わせ受付時間は、月曜日～金曜日（祝日除く。）の８時４５分～１７時３０分です。 

受付時間は変更となる場合があります。 

◆申込み時期は、電話が大変に混み合う場合がございますので、ご了承ください。 

＊ 「介護支援専門員としての実務」とは 

次の事業所等で、介護サービス計画等の作成を行うことを指します。 

(ショートステイの計画のみの作成をされている方は対象になりません。) 

 

ア 居宅介護支援事業所(ケアプランを作成しない管理者も含む。) 

イ (介護予防)特定施設入居者生活介護の事業所 

ウ (介護予防)小規模多機能型居宅介護／(介護予防)認知症対応型共同生活介護／地域密着型特定施設入居

者生活介護／地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護／看護小規模多機能型居宅介護の事業所 

エ 介護保険施設（指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）、介護老人保健施設、介護療養型医療施設

（介護型療養病床）、介護医療院） 

オ 介護予防支援事業所及び基準該当介護予防支援事業所(保健師、社会福祉士、看護師の配置の場合も含む。) 

カ 地域包括支援センター(保健師、社会福祉士の配置で、予防プランを作成した場合も含む。主任介護支援専

門員は、ケアプランを作成していない場合も含む。) 

QRコード 

 

http://www.keamane.tokyo.jp/index.html


内容 時間数
・介護保険制度の基本理念を理解し、介護保険制度における利用者の尊厳の保持、自立支援に資するケアマネジメントの役割、ケア
マネジメントを担う介護支援専門員に求められる機能や役割に関する講義を行う。
・介護保険制度の現状と地域包括ケアシステムが求められる背景とその考え方、構築に向けた取組状況に関する講義を行う。
・介護サービスの利用手続き（要介護認定等に関する基本的な視点と概要）、居宅サービス計画等の作成、保険給付及び給付管理
等の仕組みといった一連の関係性についての講義を行う。

講義３時間

・ケアマネジメントの成り立ちや機能について理解するとともに、指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準に基づい
て、介護支援専門員としての責務及び業務を理解し、ケアマネジメントの中心的な役割を担う立場であることを認識するための講義を
行う。
・利用者が住み慣れた地域で、最期まで尊厳をもって自分らしい生活を送ることができるよう、自立支援のためのケアマネジメントを実
践する上で必要な視点を理解する。
・インフォーマルサービスも活用したケアマネジメントを理解する。
・利用者を支援する上で、家族を取り巻く環境に留意し、ヤングケアラーや仕事と介護の両立支援を含む家族に対する支援の重要性
や目的、関連する支援施策の動向、介護支援専門員に求められる役割について理解する。
・介護予防支援や、介護予防・日常生活支援総合事業におけるケアマネジメント（介護予防ケアマネジメント）の基本的な考え方やプ
ロセスを理解するための講義を行う。
・質の評価やデータ活用を行いながら、科学的に効果が裏付けられた質の高いサービスの提供に向けた現状の取組及び課題につい
ての講義を行う。

講義及び演習
５時間

・介護支援専門員が備えるべき、利用者本位、自立支援、公正中立、権利擁護、守秘義務、利用者のニーズの代弁等の倫理に関す
る講義を行う。
・人権の概念、利用者の尊厳の保持、介護支援専門員の倫理綱領、倫理原則、成年後見制度等に関する講義を行う。
・認知症、身寄りのない高齢者、看取りのケース等における意思決定支援の必要性や意思決定に向けた支援プロセスに関する講義
を行う。
・ケアマネジメントの実践において直面しやすい倫理的な課題とその課題に向き合うことの重要性を理解するための講義を行う。

講義３時間

・利用者及びその家族の支援に際し、チームアプローチの意義を理解するとともに、介護支援専門員には、ケアのマネジメントだけで
なく、チームのマネジメントも求められることを認識するための講義を行う。
・チームアプローチに際し、チームを組成する各職種の専門性と各々に求められる役割を理解するとともに、チームにおける介護支援
専門員の役割を理解し、チーム運営において想定される課題や対応策を含め、チームを円滑に機能させるために必要な知識・技術
を修得する。
・インフォーマルサービスを取り入れた居宅サービス計画における多職種連携についての講義を行う。

講義及び演習
２時間

・地域包括ケアシステムの構築が求められる背景及び地域包括ケアシステムが目指す姿についての講義を行う。
・地域包括ケアシステムを構築していく中で介護支援専門員に求められる役割（自立支援に資するケアマネジメント、インフォーマル
サービスを含めた社会資源の活用、多職種、地域包括支援センター、生活支援コーディネーター等との連携、不足している地域資源
の提案等）に関する講義を行う。
・地域包括ケアを実現していくためのケアマネジメントを行う上で、必要な保健・医療・福祉サービスに関する講義を行う。
・地域包括ケアシステムの構築に関して、地域の現状、課題、目指す方向性、社会資源の整備状況等を把握する事が大切であること
から介護保険事業計画、地域ケア会議の重要性や内容に関する講義を行う。
・地域共生社会の実現に向けた他法他制度の活用や他の職種との連携相互理解についての講義を行う。
・生活保護施策、障害者施策、老人福祉施策、難病施策、生活困窮者施策、仕事と介護の両立支援施策、ヤングケアラー関連施
策、重層的支援体制整備事業関連施策などの概要について理解するとともに、関連する機関やボランティア等との連携・協力・ネット
ワークの構築についての講義を行う。

講義３時間

・医療との連携に当たって早い段階から連携の重要性を理解し、利用者の医療に係る情報や状態の改善可能性に係る意見等を把握
しておく必要があることから、医療機関や医療職からの情報収集の方法等についての講義を行う。
・医療との連携に当たっての留意点を理解するとともに、介護支援専門員から医療機関や医療職への情報提供の方法及び内容（生
活状況、サービスの利用状況等）に関する講義を行う。
・地域における、在宅医療・介護の連携を推進する役割を担っている機関の概要に関する講義を行う。
・多職種協働の意義を理解するとともに、多職種間で情報を共有することの重要性を理解し、情報共有に当たり個人情報を取り扱う上
での利用者やその家族の同意の必要性についての講義を行う。

講義３時間

・介護保険法、介護保険法施行令、介護保険法施行規則、厚生労働省告示、居宅サービス等の運営基準、居宅介護支援等の運営
基準に関しその位置付けや業務との関連を俯瞰する講義を行う。（特に、介護支援専門員及びケアマネジメントに関する部分の規定
について、業務と関連づけて理解する。）
・事業所の指定取消や介護支援専門員の登録消除などの不適切事例を参考に、ケアマネジメントを実践する上での法令遵守（コンプ
ライアンス）の重要性を認識する為の講義を行う。
・介護報酬に係る関係告示や通知等の概要に　ついての講義を行う。

講義２時間

・ケアマネジメントを実践する上で必要な高齢者の生理、高齢者やその家族の心理、住環境や同居者の有無などそれぞれの要素と要
素の関係性の重要性に関する講義を行う。

有において必要な視点を整理した「基本ケア」について理解する。
・それらの関係性を踏まえたアセスメント、課題分析の視点、居宅サービス計画等への具体的な展開方法など、支援に当たってのポイ
ントを理解する。
・高齢者の代表的な疾患や症候群別のケアマネジメントを学ぶことの有効性について理解する。

講義及び演習
３時間

脳血管疾患の分類、症状、後遺症、生活障害の程度と身体機能の関係、廃用症候群との関係性についての講義を行う。
・脳血管疾患における療養上の留意点や起こりやすい課題について理解する。

る方のケア）」について理解する。

る。
・脳血管疾患の事例におけるアセスメント、課題分析の視点、居宅サービス計画等の作成、サービス担当者会議における情報共有に
当たっての留意点、モニタリングでの視点を理解する。

講義及び演習
４時間

認知症の原因となる疾患、症状、改善可能性、症状の進行並びに薬物療法の有効性、留意点及び副作用について講義を行う。

・認知症ケアにおける医療職をはじめとする多職種との連携・協働に当たってのポイントを理解する。

ア）」の内容を理解する。
・認知症の事例におけるアセスメントや課題分析の視点、居宅サービス計画等の作成、サービス担当者会議における情報共有に当
たっての留意点及びモニタリングでの視点について理解する。

する。
・認知症に伴う行動心理症状（BPSD）に対するアプローチの視点及びケアの手法を理解する。

講義及び演習
４時間

大腿骨頸部骨折の原因、生活をする上での障害及び予防・改善方法に関する講義を行う。

骨折がある方のケア）」の内容を理解する。

・大腿骨頸部骨折の事例におけるアセスメント、課題分析の視点、居宅サービス計画等の作成、サービス担当者会議における情報共
有に当たっての留意点及びモニタリングでの視点について理解する。

講義及び演習
３時間

心不全につながる心疾患の種類、原因、症状、生活をする上での障害や留意点に関する講義を行う。

ア）」の内容を理解する。
・心疾患の事例におけるアセスメント、課題分析の視点、居宅サービス計画等の作成、サービス担当者会議における情報共有に当
たっての留意点及びモニタリングでの視点について理解する。

講義及び演習
３時間

誤嚥性肺炎の特徴や誤嚥性肺炎の予防のためのケアマネジメントにおける留意点等を踏まえた支援に当たってのポイントについて
理解する。

炎の予防のためのケア）」の内容を理解する。
・誤嚥性肺炎の予防の事例におけるアセスメント、課題分析の視点、居宅サービス計画等の作成、サービス担当者会議における情報
共有に当たっての留意点及びモニタリングでの視点について理解する。

講義及び演習
３時間

・高齢者に多い疾患等の原因や症状、症状の進行、生活障害の程度と身体機能の関係についての講義を行う。
・疾患相互の影響、高齢者の生理（生活上の留意点）との関係、療養上の留意点及び起こりやすい課題に関する講義を行う。
・医療職をはじめとする多職種との連携・協働に当たってのポイントを理解する。
・各疾患・症候群における生活習慣を改善する為のアプローチの方法（本人の動機付け、家族の理解の促進等）についての講義を行
う。

講義２時間

・看取りのケースについて支援を行う際における介護支援専門員の役割や適切な姿勢についての講義を行う。
・看取りに関連する各種サービス等の活用方法や、医療職をはじめとする多職種との連携・協働を効果的に行う為のポイントを理解す
る。
・看取りに向けた利用者及びその家族との段階的な関わりの変化（生活動作の負担や痛みの軽減、主治医との連携や多職種協働、
急変時の基本的な対応等）を認識する。
・看取りのケースにおいて、在宅生活の支援を行う際の起こりやすい課題を理解し、アセスメント、課題分析の視点、居宅サービス計
画等の作成、サービス担当者会議における情報共有に当たっての留意点及びモニタリングでの視点について理解する。

講義及び演習
４時間

・他法他制度の活用が必要な事例の特徴、対応する際の留意点に関する講義を行う。
・他法他制度の活用が必要な事例のケアマネジメントを行う際の社会資源の活用に向けた関係機関や多職種との連携、相互理解の
必要性、状態に応じた多様なサービスの活用方法についての講義を行う。
・関連する他法他制度の内容や動向に関する講義を行う。

講義及び演習
３時間

・これまでの研修の中で修得した知識・技術を確認するため、事例に即したアセスメント、ニーズの把握、居宅サービス計画等の作成
及びモニタリングを一貫して行うことにより、ケアマネジメントプロセスの理解を深めるとともに、理解が不足しているものがないか自己
評価を行う。
・作成した居宅サービス計画等を原案として、サービス担当者会議の演習を行う。

講義及び演習
４時間

（計５４時間）

ケアマネジメントの展開

アセスメント及び
居宅サービス計画等作成の総
合演習

介護支援専門員に
求められるマネジメント
（チームマネジメント）

生活の継続を支えるための
医療との連携及び
多職種協働の意義

地域共生社会の実現に
向けた地域包括ケアシステム
の深化及び地域の社会資源

ケアマネジメントに
係る法令等の理解

生活の継続及び家族
等を支える基本的な
ケアマネジメント

脳血管疾患のある方
のケアマネジメント

認知症のある方及び
家族等を支える
ケアマネジメント

大腿骨頸部骨折のある方
のケアマネジメント

心疾患のある方
のケアマネジメント

誤嚥性肺炎の
予防の
ケアマネジメント

高齢者に多い疾患等
（糖尿病、高血圧、脂質異常
症、呼吸器疾患、腎臓病、肝
臓病、筋骨格系疾患、廃用症
候群等）
の留意点の理解

看取りに関する事例

地域共生社会の実現に向け他
法他制度の活用が必要な事例
のケアマネジメント

更新研修（実務未経験者）　カリキュラム　

研修科目

介護保険制度の理念・現状及
びケアマネジメント

自立支援のための
ケアマネジメントの基本

人格の尊重及び権利擁護
並びに介護支援専門員の
倫理

5



研修実施方法（オンライン/集合）・日程をご確認の上、お申し込みください。

網掛けの科目は、各自で動画講義を視聴し、受講します。

2407Nａ1
コース

2407Nｂ1
コース

2407Nｃ1
コース

2407Nｄ1
コース

2407Nｅ1
コース

2407Nｆ1
コース

2407Nｇ1
コース

定員90人 定員90人 定員90人 定員90人 定員90人 定員144人 定員144人

- 開講オリエンテーション

- 課題提出オリエンテーション

約３時間 介護保険制度の理念・現状及びケアマネジメント

約５時間 自立支援のためのケアマネジメントの基本

約３時間 人格の尊重及び権利擁護並びに介護支援専門員の倫理

約２時間 介護支援専門員に求められるマネジメント（チームマネジメント）

約３時間
地域共生社会にの実現に向けた地域包括ケアシステムの深化及び
地域の社会資源

約３時間 生活の継続を支えるための医療との連携及び多職種協働の意義

約２時間 ケアマネジメントに係る法令等の理解

約３時間 生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント

約４時間 脳血管疾患のある方のケアマネジメント

約４時間 認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント

約３時間 大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント

約３時間 心疾患のある方のケアマネジメント

約３時間 誤嚥性肺炎の予防のケアマネジメント

約２時間
高齢者に多い疾患等（糖尿病、高血圧、脂質異常症、呼吸器疾
患、腎臓病、肝臓病、筋骨格系疾患、廃用症候群等）の留意点の
理解

約４時間 看取りに関する事例

約３時間
地域共生社会の実現に向け他法他制度の活用が必要な事例のケ
アマネジメント

8/21(水) 8/26(月) 8/27(火) 8/28(水) 8/29(木) 7/21(日) 8/4(日)

Zoom Zoom Zoom Zoom Zoom 財団 財団

 令和６年度第１期 東京都介護支援専門員更新研修（実務未経験者） 日程表

 財団

１日目
09:30-16:30
昼休憩あり

会場略称

日程 時間 科目

オンライン研修コース
（動画配信、Zoom演習）

集合研修コース
（動画配信、集合研修）

動
画
講
義
科
目

アセスメント及び居宅サービス計画等作成の総合演習

6

東京都福祉保健財団
 （新宿区西新宿２－７－１　新宿第一生命ビルディング19階）

会場正式名称

　都営地下鉄大江戸線「都庁前駅」／東京メトロ丸ノ内線「西新宿駅」／都
営新宿線・JR・私鉄各線「新宿駅」

交通機関最寄駅

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
展
開

動画講義科目

各自で講義動画を視聴し、学習します。

（令和６年６月下旬頃 配信開始予定）

※動画視聴方法や提出物については、受講決定者に対して別途ご

案内します。



7 

 

オンライン研修コースについて 

オンライン研修コースを希望する場合には、以下をご確認の上、お申し込みください。 

 

１ オンライン研修コースについて 

（１）演習では「Zoom」アプリを使用します。 

（２）Zoomで使用するＩＤ、パスコードは受講決定通知に記載してお知らせします。 

（３）受講決定者を対象に事前接続テストを実施し、ご自身のデバイスで接続可能か、事前に確認や

基本的な操作について確認いただきます。（参加推奨） 

   詳細の手順は受講決定時にお知らせします。 

 

【オンライン研修コース受講の流れ】 

 

（※１）オンライン研修コースお申込みいただく前に Zoom テストミーティングにてカメラ、音声等の

動作確認をしてください。 

（検索エンジンで「Zoom テスト」と検索（https://zoom.us/test）） 

（※２）事前接続テストの開催日時は、受講決定通知書に同封してお知らせいたします。 

 

２ オンライン研修コースの受講に準備いただくもの 

オンライン研修コースを選択する方は、必ず以下の環境をご準備ください。 

受講に必要なもの 備考 

インターネットに接続可能なパソコン スマートフォン・タブレットは不可 

Webカメラ、スピーカー、マイク 

・パソコンに内蔵されていれば、新たに用意いただく必

要はありません。 

・同じ空間でPCを複数使用する場合は、ハウリング防

止のためヘッドセットを使用してください。 

・ヘッドセットは雑音が入りにくい「単一指向性」のもの

を推奨します。 

Zoomアプリ 事前にアプリのダウンロードをお願いします。 

Word、Excel（マイクロソフト社のソフト） 左記のソフトの資料を研修で使用します。 

通信ネットワーク環境 
有線 LAN や Wi-Fi 等、オンライン研修コースを受講

するための通信設備が必要になります。 

その他 

科目修了時に実施する修了評価テストは「Google フ

ォーム」を使用します。 

※Googleアカウントの取得は不要です。 

 

各自で機器・
ネットワーク環
境を確認

（※１）

申込み 受講決定

事前接続

テスト

（※２）

研修受講

https://zoom.us/test
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※受講場所はご自宅もしくは事業所を推奨します。特に事業所で受講する場合は、周囲の音声を

拾わないように、個室での受講や、ヘッドセットを着用しての受講をお願いします。 

※研修の受講にあたり、研修資料にパソコンで入力等をしていただく場合があります。 

※当財団でネットワーク環境や Zoom インストール等、通信設備等に関するサポートや、トラブル

対応はいたしかねます。受講生自身で機器・環境等の確認、調整を実施してください。 

※Zoomはブラウザでの受講も可能ですが、接続が不安定になること等が想定されるため、 

アプリの使用を推奨します。 

 ※演習時等、ファシリテーターや受講生との資料の共有（発表時や書記役の書記シートの共有）の

際に Zoom の画面共有機能の操作等があります。操作手順等については、受講決定者の方

へ受講決定通知に同封して「研修受講にあたっての操作マニュアル」を送付しますので、そち

らをご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ オンライン研修コース受講にあたっての留意点 

（１）受講中、通信状況等により接続が途切れてしまう状況が続いた際には、未履修扱いとなり、空 

き状況により別日程への振替えもしくは、次期への延長手続きが必要になります。 

（２）パソコン以外（スマートフォンやタブレット等）でのご受講や、Word、Excelが使用できず、研 

修受講に支障をきたす場合には、出席が認められない場合があります。 

（３）本研修は法定研修です。ご自宅で受講される場合、お子様やペットなどの面倒をみながらの研 

修受講はお認めしておりません。演習に支障をきたすような態度が見受けられ、講師や事務局か 

ら注意をしてもその行為等がなお続く場合は、ご退出いただき、以降の出席を認めないものとし 

ます。その場合、今期の研修は未履修となり、研修の修了が必要の場合は、次期以降に再度お申 

込みいただき、初日から受講いただきます。 

（４）Zoom使用にあたっては、Zoom規約をお読みいただき、同意をした上でご受講ください。 

Zoom利用時の損害、損失について、東京都及び財団は一切の責任を負いかねますので、あら 

かじめご了承ください。 

（５）本研修について、撮影（スクリーンショット含む）・録音・録画をすることは禁止です。 

（６）本研修のミーティングＩＤ及びパスコードを受講生以外の第三者に提供したり、ＳＮＳ等で共有

しないでください。 

（参考）オンライン研修コース受講における推奨環境について 
＜サポートされているオペレーティング システム＞ 
・macOS X と macOS 10.9 以降 
・Windows 10* 
注: Windows 10 デバイスは、Windows 10 Home、Pro または Enterprise を搭載している
必要があります。 S モードはサポートされていません。 
・Windows 8 または 8.1Windows 7 
 
＜サポートされているブラウザ＞ 
・Windows: IE 11+、  Edge 12+、Firefox 27+、 Chrome 30+ 
・Mac: Safari 7+ 
この他システム要件等については Zoomヘルプセンターをご確認ください。 
（https://support.zoom.us/hc/ja/articles/201362023） 
 

https://support.zoom.us/hc/ja/articles/201362023


研修の申込みにあたっての操作マニュアル
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お申込は 4月24日（水）10：00から5月1日（水） 23：59までです。
（※先着順ではありません。）

仮登録 本登録 申込完了

お申込みの大まかな流れです。
期間内に本登録まで完了させ、申込完了メールが届いていることをご確認ください。

お申込みの操作方法につきましては、インソースヘルプデスクにお問い合わせください。

電話番号 03-6902-1033（平日9:00-17:00）
メールアドレス care-system-helpdesk@insource.co.jp

なお、仮登録後や本登録後に送付されるメールにご連絡いただいてもご返信できませんので、ご了承ください。

本登録用URL案内メール受信 本登録完了メール受信

mailto:care-system-helpdesk@insoure.co.jp


申込受付方法
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➀以下の仮登録用URLに接続し仮登録を行ってください。

仮登録について

令和６年度第１期 更新研修（実務未経験者）

仮登録QRコード：

お申し込みはスマートフォンでも可能です！
スマートフォンからのお申込みの方はQRコード読み取り、仮登録をした後、１４ページに
お進みください。

仮登録用URL： https://fukushizaidanform.leaf-hrm.jp/open_seminars/application/27

1

https://fukushizaidanform.leaf-hrm.jp/open_seminars/application/27


仮登録手順

2

③確認画面が表示されるので内容を確認して「申込」を押します。
先ほど入力したメールアドレスへ通知が送信されますので、メールをご確認下さい。

②お名前、メールアドレス、確認を入力し、「確認画面へ」を押します。

※どちらでも問題ございません

（ご注意）
①ご登録のメールアドレスにお問い合わせ、
受講の可否などの連絡いたしますので、なるべく
個人でお持ちのメールアドレスをご登録ください。
※携帯キャリアのアドレスはセキュリティが強くメールが
届きにくくなっております。

（受信制限の設定をされいる方）
メール設定でドメイン指定受信などのメールフィルタ設定をしている場合は、

以下のメールアドレスのドメインについて、受信許容の設定をしてください。
@fukushizaida.ne.jp @fukushizaidan.jp

設定方法は、ご利用端末のWebサイト等でご確認ください。

②「メールアドレスがすでに登録されている」と
表示される方は、マニュアルの６ページまで進み、
本登録を完了してください。

この欄は操作できません
（研修日程はこの欄に記載の実施日ではなく、
募集要項内の日程表をご参照ください）



仮登録メール送信
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④ご登録いただいたメールアドレス宛にメールが2件届きます。
1 本登録用URL記載メール 2 ログインパスワード記載メール

PC用URLもしくはモバイル用URLを選択
します。
ユーザーIDは仮登録画面で入力した
メールアドレスとなります。

パスワードのメールはIDの通知メールと
は別で届きます。

パスワードのメールが受け取
れない場合はこちらの内容を
ご確認ください。

※仮登録のみでは申込手続きは完了しません。６頁以降に記載の本登録を必ず行ってください。



4

本登録のメールが届かない方①

本登録用のメールが届かない方は、以下①、②をご確認いただきますようお願いいたします。

➀登録時のメールアドレス（ログインID）が違っている。

②受信フォルダ以外（迷惑メール等）に入っている。
特定のメールのみ受信する設定となっている。

手順１

手順２

手順１

(1)財団HPに記載のお申込フォームから、再度申込み手続きをお願いいたします。

(2) 正しいメールアドレスを入力しても

（右図）の画面が表示される方は、手順２をご確認ください。
（例）

メールが届いている方は、本登録のページ（６頁）にお進みください

！このメールアドレスは既にログインIDとして使用されています。



（モバイル用）：https://fukushizaidanform.leaf-hrm.jp/mobile/

（パソコン用）：https://fukushizaidanform.leaf-hrm.jp/

手順２

メールを確認できない場合は、ヘルプデスクまでお問い合わせください。
電話：03-6902-1033 平日（9：00-17：00）
メール：care-system-helpdesk@insource.co.jp

※ 操作方法等はご利用端末やメールアプリケーションにより異なっております。

そのため、個別でのご対応ができませんので、ご自身で確認いただきますようお願いいたします。

○下記リンクは、本登録時に使用する「ケアマネ研修申込システム」のリンクです。
ヘルプデスクの指示に従い操作を進めてください。

（パソコン用）

（モバイル用）

本登録のメールが届かない方②

メールが届いている方は、本登録のページ（６頁～）にお進みください

（例）

5

https://fukushizaidanform.leaf-hrm.jp/mobile/
https://fukushizaidanform.leaf-hrm.jp/


本登録（申込完了まで）
本手順書に沿って申込みを行ってください。
※本資料の画面は実際の画面と異なる場合もございます。

Copyright © Insource Co.Ltd. All Right Reserved.
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PC用 申込み画面１

7

➀受信したメールに記載されたPC用URLへ接続し、ID(メールアドレス)と通知されたパスワードを使用して
ログインします。

登録したメールアドレス

メール通知で受け取ったパスワード

ログイン画面 受信メール
メールが届かない方

→マニュアル４ページへ

過去に研修申込みで仮登録が既に完了しており、パスワードがわか
らない（以前のパスワードの通知メールが確認できない）方は、こ
ちらからパスワードを再設定してください。

パスワードがわからない方



PC用 申込み画面２
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②ログイン後に表示されるトップ画面の研修を押して詳細を開きます。

更新研修（実務未経験者）

（例）

クリック

以前に別の研修申込（専門研修Ⅰ等）で仮登録を既に行っている方は、上記の画面のような表示になら
ない場合があります。マニュアルの１３ページにお進みください。

上記の画面が表示されない方



PC用 申込み画面３
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③画面を少し下へスクロールすると申込フォーム一覧があります。「回答入力」より回答を押します。

（記載例）

クリック

更新研修（実務未経験）



PC用 申込み画面４
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④申込フォームに入力します。回答を終わりましたら「確認画面へ」を押します。
未回答があると確認画面へ移動せず上部に赤字で表示が出ますので再度入力を行ってください。

必須項目に入力抜けがある場合は
確認画面へ遷移せず図のような表示
が画面上部ロゴの下に表示されます。
対象の項目を記入してください。

回答記入欄の枠が広い場合がご
ざいますが、入力例に従って左上
詰めでご記入ください。

（記載例）



PC用 申込み画面５
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⑤入力内容の確認画面が表示されるので内容を確認し「回答確定」を押します。「回答が完了しました。」
というメッセージ画面が表示されて登録完了となります。「閉じる」を押すとトップ画面に戻ります。

（記載例）
本申込フォーム入力マニュアルに今回の研修
申込の記載例を掲載しております

上記画面が表示されましたら

お申込みは完了です！！

申込完了後、左記メールを自動送信して
おりますが、ご設定のメールアドレスに
よっては届かない場合もございます。
届かない場合でも、上記の回答完了の画
面が表示されていれば、お申込済ですの
で、ご安心ください。

受講申込み手続き完了
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⑥登録が完了するとトップ画面の上部に表示されていた案内が非表示となります。（本登録は完了しています。）
なお、お申込内容については、申込フォーム一覧の回答状況「参照」で確認できます。

実務研修

実務研修

（記載例）

PC用 申込み画面６



（PC用申込み画面７）研修の登録画面
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こちらはマニュアル８ページにて、研修名が表示されなかった方向けの案内ページです。

①TOP画面にて、研修検索・申込画面を押します。

②申込検索結果から該当の研修の【申込】ボタンを押します。
①

②

③左のような画面が表示されるので、【完了】を押します。
※申込理由は記載しなくて結構です。

③

④

④画面上部にて、利用者TOPを押します。

完了したら、マニュアルの８ページに戻り、研修申込を完了させてください。



モバイル用申込み画面１
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➀仮登録後、メールに記載されたモバイル用URLへ接続し、ID(メールアドレス)と通知されたパスワードを
使用してログインします。ログイン後すぐに表示されるトップ画面より「確認する」を押します。

受信メール

登録したメールアドレス

メール通知で受け取ったパスワード 更新研修（実務未経験者）



モバイル用申込み画面２

②概要画面下にある「回答入力」より回答を押します。
③申込フォームの入力が完了したら「確認画面へ」を押します。

回答記入欄の枠が広い場合が
ございますが、入力例に従って
左上詰めでご記入ください。

（記載例）

（記載例）

更新研修（実務未経験者）
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モバイル用申込み画面３
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④入力内容の確認画面が表示されるので内容を確認して「回答確定」を押して登録完了となります。

（記載例）

この画面が表示されましたら

お申込みは完了です！！

申込完了後、下記メールを自動送信して
おりますが、ご設定のメールアドレスに
よっては届かない場合もございます。
届かない場合でも、左記の回答完了の画
面が表示されていれば、お申込済ですの
で、ご安心ください。

受講申込み手続き完了



モバイル用申込内容の確認４
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トップ画面の「申込検索・申込」を押すと、申込検索結果一覧よりお申込みの研修を選択します。

更新研修
（実務未経験者）



モバイル用申込内容の確認５
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以下の画面が表示されるので「参照」を押すと確認できます。この状態であれば、お申込は完了しています。

更新研修（実務未経験者）

（記載例）


